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社会福祉法⼈厚⽣福祉会 かつしか⾵の⼦保育園４⽉ 園だより
 

 【森のおうち】
 
 

【虹のおうち】
 

 【森のおうち】
 

【虹のおうち】 
 

今 ⽉ の 予 定
先⽉の様⼦

今⽉の保育

９(⽔)   今⽇のお話なんだろう（りの）
１２(⼟)  保護者会
１４(⽉)  ⾝体測定
１４(⽉)〜３０(⽔) こいのぼり作り（りの）
１５(⽕)  避難訓練・ほのぼのくらぶ（りの）
１７(⽊)  ０歳児健診
２１(⽉)  新聞紙あそび（りの）
２３(⽔)  フラワーアレンジメント（りの）
＊５(⼟)は電気点検、１９(⼟)はエアコン清掃が⼊りますが、通
常通り⼟曜保育も⾏います。
＊９⽉３⽇に予定していた「炊き出し・引き取り訓練」は
９⽉４⽇(⽊)に変更になります。

 〜 保護者会のお知らせ 〜

 ０歳児９名、１歳児７名、２歳児３名が虹の家族に加わりました。
今年度も、たね（０歳児）ふたば（０〜１歳児）よつば（１〜２歳
児）つぼみ（２歳児）の４つのグループを拠点に、⼀⼈ひとりの成⻑
や⽣活リズムを⼤切にして保育していきます。
 新⼊園児の⼦どもたちは「出会い保育」から始まります。まずはお
うちの⽅と⼀緒に保育園で過ごすことから始め、その中で⼀⼈ひとり
好きな「玩具」やお気に⼊りの「場所」、⾷事などの好きな「こと」
を⾒つけていくことでしょう。おうちでの過ごし⽅を保育園が引き継
ぎ安⼼して園⽣活をスタートできるようにしていきたいと思います。
 進級した⼦どもたちにとっても環境の変化にほんの少し⼼が揺れる
季節。様々な気持ちを丁寧に受け⽌めたり、暖かい気候
の中たっぷりと外遊びや散歩を楽しめるようにしたりし、
⼼地よい⽇々に繋げていきます。

 ３歳児５名、４歳児２名が新たに森の家族に加わりました。それぞ
れの⼦どもたちの緊張や揺れ動く気持ちを丁寧に受け⽌めながら、森
のおうちが安⼼できる場所となるようにしていきたいと思います。
 「⼤きい仲間」「まんなかの仲間」「⼩さい仲間」にひとつずつ進
級した⼦どもたち。背伸びして過ごすことが続き過ぎぬよう⾒守りな
がら、“⾃分で”やろうとしている⼒を発揮できるように先回りせず⾒
守り、その姿を⼤いに認めていきたいと思います。
 また散歩や⼾外で⾝体を動かして思いきり遊ぶ中で、異年齢での関
わりを⼼地よく感じ、春の⾃然に興味をもって楽しめるようにしてい
きます。
 保育者と⼀緒に、⼦ども同⼠で、時にはひとりでゆったり
と⼼地よく過ごす中で、必要な時には安⼼して保育者に頼れ
る関係づくりを⼼掛けていきます。

「お花が笑った」の歌が聞こえてくるかのように花壇の花が⽣き⽣
きとし始め、まるでみんなで笑っているかのようです。
 ご⼊園、ご進級おめでとうございます。26⼈の昼間の家族を迎
えて新年度が始まりました。出会いの時期は新しい⼈間関係に期待
や喜びを感じる⼀⽅で、無意識のうちに⼩さな不安を抱えることが
ありますね。⼦どもたちも保護者の皆さまもそして職員たちも安⼼
して毎⽇が過ごせるよう、花壇の花たちのように笑顔を広げていき
ましょう。⼾惑ったことや分かりづらいことがありましたら
どうか職員や事務所までお尋ねいただけますよう
よろしくお願いいたします。
 
 昨⽇、前5歳児が保育園を巣⽴ちました。卒園を祝う会では、毎
年、⼤きくなったら何になりたいかをマイクの前で1⼈ずつ話す場
⾯があります。当⽇までの取り組み中、1つだったなりたいものが
2つになったり「ポケモンセンターの⼈になりたい」を追加する⼦
が⽇々増えたりしていきました。実は少し悩みました。ひとつの⽅
が「その⼦らしさ」が際⽴つ気がしたからです。でも、希望で胸を
いっぱいにして未来に向かう6歳がなりたいものが、みんなひとつ
であるわけがない・・そしてポケモンセンターの⼈にもなりたい⼦
が⽇々増えてくる姿も、誰かが興味を⽰しているものに「私も︕」
「⼀緒にやりたい︕」と共感して、もっともっと楽しいものにして
いく⼤きい仲間ならではだと思いました。この⼦たちがこのまま⼤
⼈になって⼀緒に仕事をしたならば、どんなにいいチームになるこ
とだろう・・そんな空想をしながら、何かを伝えることをやめにし
ました。⼦どもはいつだって⼤⼈の⾒通しを簡単に超えていきま
す。そしてそのことで私たちは価値観を新たにします。そうして、
保育園は⼦どもたちに育てられて進化しているのだと、しみじみと
思った出来事でした。
 
 そして今⽇、憧れの「⼤きい仲間」になった5歳児たち。実は、
⼤きい仲間になるということは前5歳児たちとの別れがあるという
ことに気づき、さみしくてしょんぼりとしていました。でも、かつ
しか⾵の⼦の遊びの⽂化を受け継いだ彼らは、この1年を仲間と共
にドキドキわくわくしながら過ごし、そして年下の⼦どもたちに影
響を及ぼしてくれることでしょう。⼦どもたちが年齢を超えて育ち
あう姿を、職員皆で⾒守り⽀えてまいります。どうぞよろしくお願
いいたします。              園⻑ ⿅野千景
 

 どーんどーんと、卒園していった⼤きい仲間たちの和太⿎
の⾳⾊が園内に響き渡っていた３⽉。ポレポレに和太⿎が並
ぶなり、ポレポレがよく⾒えるテラスに集まり始めるのは１
歳児たち。太⿎に⾒⽴てた丸椅⼦とバチがわりのシャベルを
それぞれ⾃分で⽤意し、⼤きい仲間を真似て「どーんどん」
「どん、そーれっ」と叩いていました。空の部屋で遊ぶ時間
が増えた０歳児たちは、たくさんある絵本の中から太⿎の絵
本を発⾒︕以前は⾒向きもしなかったその絵本を毎⽇のよう
に”よんで”と保育者に⼿渡し、「どんっ」と⼀緒に声に出し
ながら繰り返し楽しんでいました。⼤きい仲間たちの姿が⼦
どもたちの新たな興味に繋がったひと⽉でした。
 森のおうちへ越していった２歳児たちは「外へ遊びに⾏こ
う」と⾃分で考えて下駄箱から靴を取り（まだ誰も出ていな
い）屋上へ向かって階段を上がっていこうとしたり、（森の
皆は屋上で遊んでいる中）園庭へ⾏こうと
虹のテラスへやって来たり。安⼼できる場
所や⾏動範囲をどんどん広げ、⾃分なりの
⾒通しを持って⽣活し始めていることが感
じられました。そのような姿を園内の⼤⼈
たち皆で⾒守り、先回りしすぎないタイミ
ングで「⾃分で⽀度をしたんだね」「もし
かして仲間たちは屋上にいるんじゃない︖」
などと声をかけ⽀えていきました。

 ⼤きい仲間の卒園を祝う会の練習を毎⽇楽しみに観に来て
いた４歳児。「ありがとうのはな」の歌が始まると、⼀緒に
⼤きな声で歌ったり、５歳児の太⿎を観てその迫⼒に「すご
かった〜」「かっこよかった〜」と声をあげたりしていまし
た。そして、「次は⾃分たちの番…」と５歳児の姿を真剣な
まなざしで⾒つめる様⼦から、『⼤きい仲間』への憧れがま
た⼀層強くなったことが伝わってきた３⽉でした。
 イメージを共有して遊ぶことが増えた３歳児は、ブルーシ
ートを海に⾒⽴て海ごっこから始まりサメを作ることにな
り、いろんなアイデアが結集したサメさんが出来上がりまし
た。今ではそのサメさんも⾃分たちの仲間となっているよう
で、ご飯を⾷べさせてあげる⼦もいます。⾃分たちで作った
からこそ⼤事にしたい気持ちが垣間⾒えた⼀コマでした。
 ２歳児が森のおうちで過ごすようになり、３歳児が遊んで
いる中に２歳児が⼊ってきたり、２歳児が遊んでいる中に３
歳児が⼊っていったりと⾃然と関わりが増えていました。

 午前中︓虹のおうち 午後・森のおうち の２部制で⾏います。
 ９:３０〜１０:３０ 虹のおうち年齢別保護者会
１０:４０〜１１:３０ 全体会
１３:００〜１４:００ 森のおうち年齢別保護者会
１４:１０〜１５:００ 全体会
１５:００〜１５:３０ ⼤きい仲間(5歳児) ＊卒園に向けての説明
＊全体会は、基本的に同じ内容です。虹・森に兄弟がいるご家庭
はどちらかにご参加ください。
＊⼀家庭お⼀⼈の参加でお願いします。
＊お⼦さんは基本的にお家でみていただけますようお願いしま
す。難しい⽅は職員までお声掛けください。


